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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
動物においては、被食者が捕食から逃れて逃避する際に、信号を発するなどの目立つ行動をとる

ことがある。この目立つ行動は捕食者によって自分の所在を探知されやすくなる結果をもたらすよ

うにも考えられ、また、目立つ行動が捕食者に対する被食者側の防衛の手段として有効であるとい

う仮説も提案されている。だが、逃避という移動中に起こることもあって、実証的な証拠は不十分

である。ショウリョウバッタでは逃避の際にキチキチなどと表現されるパルス状の大きな音を発す

ることが知られており、この発音は逃避時の目立つ行動の１つである。本研究では、これまで明ら

かでなかった逃避の際の発音の機構の特定をすすめるとともに、野外において、発音の有無に影響

する要因を明らかにするための実験を行った。発音機構の解明にあたっては、翅などの動きの記録

と音の記録の２つを時間的に同調させることにより、背部の一部のみを固定した宙づり状態での飛

翔において発音時には常に左右の後翅同士が背面側で接触していること、宙づり状態での飛翔で後

翅同士の接触を妨害すると音の発される回数が減ることが、オスにおいて示された。さらに、オス

では、拘束のない、自由飛翔時においても、左右の後翅同士が背面側で接触するときに発音するこ

とが、確認された。これらにより、ショウリョウバッタのオスが翅を使って飛翔して逃避する際に

は左右の後翅同士の背面側での接触が起こることがあり、その際に発音していることが明らかにな

った。また、オスだけでなくメスも、オスと同様に発音が可能であることが示された。。 
ショウリョウバッタの発音はすべての個体で常に観察されるわけではなく、発音する個体やしな

い個体があるとともに同一個体でも発音する時としない時がある。野外においてショウリョウバッ

タに逃避行動を起こさせる実験を行い、その逃避行動と影響を与える可能性があると考えられる要

因を記録・計測して、逃避時の発音の有無に影響する要因を検討した。その結果、気温、性、後脚

の自切、逃避する距離などの要因が発音の有無に影響することが示された。発音はメスでは見られ

ずオスのみに限られていた。発音は、翅を使った飛翔ではなく脚による跳躍で逃避する際には見ら

れなかった。オスにおいては、気温が高い時には発音する頻度が高く、長い距離を逃走した時にも

発音の頻度が高かった。また、後脚を自切している個体では、発音の頻度が低かった。一方、捕食

者からの逃避行動の研究においてこれまで注目されてきた主要な指標の 1 つである FID（flight 
initiation distance, 逃避開始時の捕食者と被食者の間の距離）は発音の頻度に有意な影響を与えて

いなかった。 
これらの結果は、被食者が捕食者から逃避する際の目立つ行動とりわけ音響的な信号を発する行

動の解明において、新たな成果をもたらしたものであり、博士（理学）の学位に値すると認める。 


